
(

＜行政組織＞

〈 ＴＥＬ 〉

H19.2.13～
H23.2.12

おやけ ちかあき

kikaku@city.naka.lg.jp

〈 ＦＡＸ 〉
http://www.city.naka.lg.jp

0

029-298-1111

都市開発

寺門 義一

任 期小宅 近昭

96.2
地域手当
補正後
ラス指数

97.2

世帯数

⑤老齢人口割合 （Ｈ21.3.31住基人口）

H24.3.9 名 現議員数 名

27,837

(百万円・人）

45,987

－

73.9

27,612

10.3

18,034

老齢人口割合

54,330

％

17,302

18,964

6,212

23.0

千円就業者１人当り

17,289

総生産額（Ｈ１８年度）

7,13026.0

2.5

市町村内総生産

男

②産業構造

第１次

2,446

計
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加藤 直行

②議会（Ｈ２１．５．１現在）

雨川 和幸議 長

②地勢・風土等
那珂市は，東京の北東約１００km余り，茨城県の中央よりや

や北寄りに位置し，県都水戸市やひたちなか市と隣接していま
す。市の北側は久慈川が西から東へ，西側は那珂川が北西か
ら南東へそれぞれ流れています 地形は，久慈川と那珂川の
沿岸に拓けた水田地帯と，この河川に挟まれたほぼ平坦な那
珂台地からなっています。
市のほぼ中心部に常磐自動車道那珂インターがあり，ＪＲ水

郡線も市内を走っているため，都心へのアクセスも良好です。

退職手当 消防賞じゅつ金 交
通共済 消防災害補償 非常勤
公務災害 市町村会館 税滞納
整理 ごみ処理 し尿処理 老人
センター 農業共済

昭和30年3月31日 合併
神崎村 額田村 菅谷町
五台村 戸多村 芳野村 木崎村
平成17年1月21日 編入（市制施行）
瓜連町
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＜概要＞

①沿革

24

Ｈ１７Ｈ１２Ｈ７
区分

国勢調査

＜市長＞－＜副市長＞－

行財政改革推進室

市 長 公 室－秘書課,企画課

総 務 部－総務課,財政課,税務課,収納課,瓜連支所

市民生活部－市民活動課,市民課,環境課,生活安全課

保健福祉部－保険課,健康推進課
福祉事務所－福祉課,こども課

産 業 部－農政課,商工観光課

建 設 部－道路河川整備課,用地管理課,都市計画課,市街地整備課

＜水道事業管理者＞－上下水道部－下水道課,水道課

＜会計管理者＞－会計課

＜議会＞－議会事務局

＜教育委員会＞－教育長－教育次長－学校教育課,生涯学習課

＜農業委員会事務局＞

＜消防本部＞－消防長－
総務課,予防課,警防課,通信指令室,東消防署,西消防署

卸・小売業
（Ｈ19．6．1）

④有権者数（21．3．2現在）

④機構図（Ｈ２１．４．１現在）
27,729

22,347
有権者数

④特産物

住民所得

区分

一般行政職の
平均給料月額

510

508 463

全職員数
の 推 移 523

Ｈ１９．４．１Ｈ１７．４．１ Ｈ１８．４．１

ラスパイ
レス指数

党 派 別

普通会計関係

公明1 共産1 無22

③職員数（Ｈ２０．４．１現在） （人）

公営事業
会計関係

全職員数
うち一般行政関係
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類型

66 歳）

①長等（Ｈ２１．５．１現在）

副市長

副議長

長

③農業・工業・商業

％

23,640

億円

＜産業・経済＞

総額・総数

％
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（H18.4.1～19.3.31）
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農業産出額
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農業
（Ｈ17．2．1）

農家数
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従業者数
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3,280

90

商店数
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（人・百万円）

就業人口（Ｈ１７国調）

千円

2,853

％

％

－

％25.8

62.7



小学校校舎耐震補強 88

屋内運動場整備 509

概 算
事業費

土地区画整理 143

コミュニティセンター建設 106

上水道等普及率 99.44 ％

体育館 2 か所 排水等処理率 70.43 ％
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④市町村税の状況（平成１９年度） （千円・％）

区分 調定額 収入額 徴収率
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－ －

％

6,315 37.1 －

－

財政力指数（Ｈ１８～Ｈ２０）

経常収支比率
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－
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18.4
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児童館
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か所

299

実質収支 656,314

46.62
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20.69

老人福祉施設 7

病院・診療所

道路改良率

△ 1.3

- （ 5.9

校
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＜公共施設整備状況＞（平成１９年度）

3,301,366
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－
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△ 0.9

-
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-
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市町村民税・個人
（構成比）

2,840,812

）

固定資産税
（構成比）

2.3
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△ 16.7
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か所

戸

幼稚園

公営住宅

－

△ 0.9

△ 1.6

3.8

3,239

1,245

地方税

地方交付税

国庫支出金

17,648

7,172

△ 81,304

17,001,695

646,679形式収支

歳 出

Ｈ１８決算 Ｈ１９決算

17,159,540

714,456

増減率

歳 入 17,873,996 17,648,374

区分

△ 1.3

＜財政状況＞

①決算収支

公債費負担比率

（千円・％）

実質単年度収支 8,423 △ 295,431

7,923

2,201

2,222

2,222

49.8

11.9 181

194

81

△ 11.7

△ 21.2

△ 6.9

543

1,406

3.1 －

△ 379

市町村民税・法人
（構成比）

公民館等

②主な歳入・歳出（平成１９年度） （百万円・％） 市町村税合計
（国保除く） 7,794,753

－

11

人件費

8,465

4,238

94.8 ％

15.8 ％

1プ－ル

0.702

－

24.9 △ 69

9

11

6

5

1

574

2,025

－
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－

3.4

13.1

13.1

決算額 構成比 増減額 増減率
7,171,555 92.0

地方債

うち臨財債費

その他

うち繰入金

歳 出 17,002

803

4,587

＜主要施策等＞

①主要施策実施状況 （百万円）

名 称 期間 内 容公債費

投資的経費
上菅谷駅前地区土
地区画整理事業

H14～
H23普通建設事業費

一中学区コミュニ
ティセンター建設事
業

H19～
H21

うち単独

その他の経費

うち繰出金 2,242 13.2

義務的経費

－
菅谷小学校耐震補
強事業

H20～
H21

③主要指標（平成１９年度）

瓜連中学校整備事
業

H17～
H21

区 分 指数等

標準財政規模（Ｈ２０） 11,093 百万円

協働のまちづくり推
進事業

H20～
市民との協働のまちづくりを推進するた
め、市の支援や自治組織のあり方を検
討する。

1

②今後の主要課題・特色ある行政等
実質収支比率 5.0 ％

＜主要課題＞
・市民と一体となった防犯活動の取組み
・道路、下水道、公園などの生活基盤整備
・小中学校校舎の耐震補強も含めた計画的な大規模改造
・農業の担い手育成や地産地消の推進
・既存商店の活性化
・協働のまちづくり
・行政評価をはじめとした行財政改革の推進

＜特色ある行政＞
・行政評価システム推進事業

実質公債費負担率 14.0 ％

将来負担比率 133.4

税の徴収率（現年課税分） 97.5 ％

税の徴収率（滞納繰越分） 21.3 ％

税の徴収率（合計） 92.0 ％

地方債現在高（A) 18,965,991 千円

将来にわたる財政負担（D=A＋B-C) 17,615,200 千円

債務負担行為支出予定額（B) 1,480,531 千円

積立金現在高（C) 2,831,322 千円


